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バーコードを利用した試薬注文票の作製
第2技術室森田俊夫"
l 緒言
福井大学文京キャンパス内では実験用試薬、特に法律で規制している薬品は、データーベース化した試薬
管理システム"で管理運営されている。各メーカーの誌藁瓶ラベノレのハーコードを読み込むことで、容易
に種々の管理データを作製することができる。さらに、実験で使用する試薬が MSDS制度"に合致する場合、
その試薬の性状及び取り扱いの情報を提供するためのデータシートがそのシステムで表示することができる。
また、そのシステムがない場合、及び LANに繋がっていない場合、前回の研修では対応できるよう表示シス
テム川を作製した固
一方、試薬の購入では当大学が指定する物品要求用紙に試薬名、規格、数量等を記入し、担当の係に提出
する固その要求用紙にはほとんEの研究室が手書きで記入している固時々、販売業者から手書きの文字が読
めないとの問レ、合わせもすくなくない。それら業者には試薬のデーターベースが十分整っているので、各メ
カーのカタログコード(試薬瓶個体番号、同じ試薬名でも等級、容量が異なっているとそれぞれに個体番
号が存在する)が分かれば確実に試薬を見つけることができるが、手書きではそのコードのみで注文東はほ
とんどなく、試薬名と規格を併記することが多い。このことが記入ミスでの不一致が起こる原凶でもある。
そとで、試薬管理システムの導入と同時に入手した各メーカーの試薬カタログデータを利用すれば、注文
したい試薬を容易に検索し、さらに正確に表示・印刷が可能となる固さらに、バーコード読み取り装置を利
用して、手書きはもちろんのことキーボード入力をほとんどなくしたパーコ←ドのみで注文票が作製できる
ようにしたので報告する。
2 試薬注文票作製
注文票作製の概要を図 1に示す。試薬瓶に貼付されているバーコードをスキャナー装置で読み取ると、試
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薬カタログのデーターベースから一致する試薬を表示する。次に注I業者名、尭注者名を別に用意したパー
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コードー置から読み取り表示する。そして、それぞれ表示された項目を指定された注文用紙に印刷する。
速の作業を進めるため、 ACCESS2003(Microsoft)を使用した。
2.1 試薬データーベースの作製
各研究室で使用する試薬メーカーはいくつかあるが、カタログデータを入手できた和光、ナカライ、アル
ドリッチの3メーカーとした。カタログデータは1個の試薬瓶に対して試薬名、等級、法規制帯、 10数項目の情報
が記してある。試薬注文に必要な項目はメーカー名、試薬名、等級、容量、 CAS番号、パーコード番号、カタログ番号、
そして定価格とした.最初に Excel(Microsoft)で必要な8項目を抽出し、その桂 ACCESSに移動させた。 3メーカーで
約9万件のデーターベースが作製された。試薬瓶のバーコードをスキャナー装置(オプトエレクトロニクス製)で
読み取ると、各項目の内容が表示された。この検索・表示方法でカタログコードと相当する試薬名、等級、容量の不一
致がなくなり正確に注文したい試薬を表示することができた.この検索のための入力は注文の際、パーコードが貼付
してある試薬瓶が手元にある場合で再注文を想定している。新たな試薬、または等級、及び容量の違うものを注文す
る場合、パーコードがないので通常はメーカーのカタログ冊子から試薬を傑すことがほとんどである。その試薬に併記
してあるカタログコードをキーボードから入力すると、パーコー ド入力と同様な表示ができるように追加した。
2.2 パーコード費の作製
この試薬注文での試薬名等の表示はパーコー ドで容易に、及び正確に行えたので、注文する章者名、発注
する研究室スタッフ名も同様にパーコードで表示できるようにした。別に作成したパーコード一覧から一致
する数字が読み取られるとそれに対応する販売業者名、及び発注者名が表示される。最初に、 ACCESSで適
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当な数字と葺注者に相当する研究室スタッフ名をテーブルとして用意した.止に、名前に対応した数字をバーコード
に変換するため、 Mi8arcodeo】を用いた。(図2)データ文字列欄に数字を入力し、作製(図2では作ボタン)を選択する
とバーコードに変換し下部に表示される。そこで作成されたバーコードと相当する名前を Excelで一覧にした。(図3)
次に、研究室で同ーのカタログ番号に相当する試薬を何回も注文する場合、または入力する場所に置くことが難し
い18L缶など大きいサイズの試薬を注文する場合など入力の煩わしさをなくすため、パーコード表と試薬を対応させ
たー置を費注者一覧と同様に作成した。例えば、 18Lの有機溶媒名を各メーカーのカタログデータから、バーコード
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番号(和光は番号記述、ナカライは士宇列)と試薬名を抽出した。その桂、その番号をハーコードに変換した。
2.3 パーコード入力から印刷
ACCESSで作製した試薬注文票作製を起動させると、メイン画面が費示される。(図4)試薬注文入力画面をクリック
すると入力待機ページが表示される.(図5)ここで、コードナンパの入力項目にスキャナー装置で試薬瓶に貼付して
あるバーコードを読み取る、または別に用意したバーコード一覧にある衰を読み取るかを行う。カタログコードをキーポ
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ドーから入力する場合もこの項目で行う。次に発注者CD項目、及び販売業者CD項目にバーコード 覧の査から同
僚に読み取るとその詳細が表示される。 5晶固までは1枚の注文票に印刷できる。メイン画面から印刷をクリックすると
注文する章者、注文試薬、など必要な項目が印刷される。
この印刷の特徴として、複数の注文業者が入力されていても、指定した章者を印刷段階で選択できるようにした。さ
らに、日付の指定印刷によりその日に入力した試薬のみ表示、及び印刷できるようにした唱
3 最後に
以前は研究室スタッフが手書きで試薬を注文していたが読みづらい文字には業者から問い合わせが、桂に
キーボードから手入力する棟にしていたが、コード番号と、品名、等級、及び容量の不一致で問い合わせが
あった。前回の間違った注文をコピ ・ー ペーストでそのまま注文すると閉じことが鎌り返された。そこで今
回のパーコー ドによる注士票作製が思い立った。当大学有機合成研究室で使用しているが上述の不 致の問
い合わせがほとんどなくなった。
今回用いた試薬カタログデータを提供して頂きました和光純薬工業昧式会社試薬化成品事業部谷川洋介氏、
株式会社上田五兵衛商唐矢城雅弘氏、ナカライテスク揖式会西日本古車部社名越和也氏、及び平野純薬工業
樟式会社丸山直人民にお礼申し上げます。
今回の報告内容は日常研修で行ったものであり、費用は日常研修費をあてました。喪用措置をしていた
だきました関係各位に厚くお礼申し上げます@ま士、派遣先の畠中 稔教授、高橋一朗助教授、及び吉見
事治助手に日常研修の機会を頂き感謝申し上げます。
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